



Radiocarbon Dating of Townhouses in front of Itsukushima Shrine












部・北陸地方の町家形式に酷似する。平成 17 年度から 18 年度にかけて実施した伝統的建造物群保
存対策調査で，それらの建造年代を形式や技法の新旧関係から推定する編年を行ったが，18 世紀

































































































































1 9 若狭家 18C 中期 2.5 約1300 0.473 S1 H（梁） H（桁） 原形 原形 ― N1 ― 宮間。 
2 44 小西家 18C 後期 8 ― 0.45 ― W（桁） ― 曲線 ― 曲線 N3 
3 田中家 18C 後期 2 1200 0.457 S1
H と





『 宮 』p781-786。 復
原図もある。 
4 19 飯田家作業所 18C 後期 2 ― ― S1 W（桁） H（梁） 原形 原形 直線 N3 ― 
5 吉田家 18C 後期 4 1834 0.667
S1 と




曲線 N3 18C 後期
『 宮 』p775-780。 土
間改造有か。 















前期 8 約1900 0.69 S2 W（梁） W（桁） ―
根元加
工 ― ― 




工 N3 ― 屋根替えがあるかも。 










12 熊田家 19C 中期 2.5 1780 0.69 S3 W（桁） W（梁） 直線 直線
『 宮 』p794-798。 復
原図もある。 










15 岩井家 19C 中期 2.5 約1900 0.769 S3 W（梁） W（桁） 直線 直線 ― N3
19C 
前期 『厳』p15。 















4 1966 0.6 S4 130mm W（桁） W（梁） 直線 直線 ― ― 





2.5 ― ― S4 K（梁） W（桁） 直線 直線 直線 N3
注 1：備考欄の『宮』は『宮島町史　特論編・建築』で，『厳』は『厳島神社　門前町　安芸の宮島　町並み調査
報告書』を意味する。「既推定年代」はそれらより抜粋した。





推定し，仕口がより浅い S3 は，その直前の技法と仮定して 19 世紀中期と推測した。さらに仕口




代中期になる 18 世紀と推測したが，ここでも最小限しか遡らせずに 18 世紀後期とした。
　しかしながら，S3 程度の少し浅い仕口が 19 世紀前半には使われていなかったのか，さらに仕口















　また，梁の形状をみても，これら S1 のグループは，写真 1 にも見えるように表皮に近い白太材
をはつり落としただけの丸太の雰囲気をもつ H と表記した断面形で，側面形も自然木の形を残す
原形と表記した梁を使っており，その後で宮島や近隣の港町で広く使用される丸太を断ち割った形


























　ここで改めて述べるまでもないが，14C 年代調査の原理は，原子量が 14 である大気中の窒素（N）
が，成層圏で宇宙線の影響を受けて陽子 7 個のうちの 1 個が中性子に転換したことにより，陽子 6
個と中性子 8 個の原子核をもつ放射性炭素（14C）になっていることを利用する。こうして生成さ
れた 14C は不安定であり，ベータ線という弱い放射線を出しながら元の N に戻っていく。したがっ
て，植物なら光合成，動物なら食物摂取によって新たな 14C の補給がなくなると，およそ 5,730 年





成される 14C の量が時代によって異なり，そのため遺物内に残存する 14C の濃度にも凸凹（ウィグル）
ができる点にある。したがって，一つの 14C 濃度に対して合致する実年代が複数ある場合が存在す
る。後掲する今回の分析結果グラフでも，ちょうど 15 世紀から 17 世紀前半までは，炭素 14C 年代






























図 2　田中家住宅 2 階平面図
図 3　田中家住宅 1 階平面図










結果は，表 2 に示す通りで，図 4・5・6 のグラフと合わせて国立歴史民俗博物館の坂本稔氏の作成
資料である。
図 4　田中 1　小屋梁「又ち通一 -」，アカマツ，辺材あり，17 世紀後半
表 2　田中家住宅の 14C 年代調査結果
資料番号 部材 番付 樹種 年輪位置 測定番号 14C年代 較正年代
田中 1 桁行梁 又ち通一 アカマツ
年輪位置：




16-20 PLD-15815 220 ± 20
年輪位置：
31-35 PLD-15816 305 ± 20
田中 2 梁行梁 四通に - と アカマツ 
年輪位置：




51-55 PLD-15812 70 ± 20
年輪位置：
101-105 PLD-15813 175 ± 20
田中 3 桁行二階床梁 い通一 - 五 アカマツ（辺材あり）
年輪位置：





10-15 PLD-15818 210 ± 20
年輪位置：






　調査は，まず調査材の年輪を目視で数え，10 年以上の間隔をあけて 3 ヵ所程度の試料採取位置
を決める。この材は小径で年輪数が少なかったので，15 年間隔で 3 点から採取することにした（図
4 参照）。1 点分の採取は当該年輪を含めて 5 年分の年輪をナイフで少量（数十ミリグラム）を削り
取り，その試料を AMS 法にかけて 14C 濃度を測定し，試料とした年輪が生命活動を停止してから
何年が経過したかを示す 14C 年代を計算する。
　14C 年代の測定結果は，現在の技術では± 20 年の誤差が生じるので，表 2 の 14C 年代には± 20




　つぎに，3 ヵ所の採取試料に対応する 3 本の太線が共通に較正曲線と重なる時期を検討する。こ
図 6　田中 3　桁行二階床梁「い通一 - 五」，アカマツ，辺材あり，18 世紀後半


















　田中 1 の場合は，図 4 のグラフが示すように 1679 年をピークとする極めて狭い範囲の確率分布
を示し，かつ小径の丸太で，上端が虫食いに弱い辺材に近いところまで残されていたので，1680
年代初頭の伐採で，その後，数年を経ずして当該建物に使用されたと推定した。つまり，田中家住
宅の建設年代は 1690 年前後と考えられる。これは田中 1 の結果のみで判断したのではなく，後述
する飯田家作業所の結果もふまえた編年の見直しと，それに伴う技法・形式の年代推定を合わせた
判断である。

























　この建物は，平成 22 年 7 月に所有者の意向で取り壊されることになり，敷地は駐車場になった。
伝建調査時の状態を撮影した写真 4 で分かるように，もとは東側の隣家と棟続きで一棟になった平



























































形に削った H と呼ぶ形式の梁を使い，桁行には同様に仕上げた大断面材を半分に切断した W と呼ぶ
形式の材を，平滑面が正面に向くようにして使っており（写真 5 の中央にみえる棟通りの梁の反対側
が，図 13 の写真である），梁の仕上げ方においても古式である。
　飯田作業所の 14C 年代調査は，当初材を選び，柱四本と梁三本で行った。分析の結果は表 3 の通
りで，図 9 から図 15 も含めて坂本稔氏の作成資料である。
　まず，東側の棟持柱である飯田 1（へ–二）の分析結果は，図 9 のようになった。この材は，辺
材と呼ばれる外周年輪が 17 年分存在していたので，最外周年輪の推定値と伐採年はごく近いはず
である。しかし，図の確率密度分布をみると，ちょうど 1600 年頃にウィグルがあることから，16
世紀中頃と 17 世紀中頃の 2 ヵ所に高い確率が発生し，どちらが正しいとも判断できない状態になっ
た。ただし，17 世紀中期より降る可能性はないので，中世末期か江戸時代初期に伐採された材で
あるということができる。










表 3　飯田家作業所の 14C 年代調査結果
資料番号 部材 番付 樹種 年輪位置 測定番号 14C年代 較正年代
飯田 1 柱 へ二 アカマツ（辺材あり） 
年輪位置：内から 1-5 PLD-16659 365 ± 20 1511-1576
（68.5%） 
1636-1661
（26.9%）年輪位置：内から 36-40 PLD-16660 310 ± 20
飯田 2 柱 へ五 アカマツ







年輪位置：41-45 PLD-16661 325 ± 20
飯田 3 柱 ろ五 アカマツ（表皮隣接）
年輪位置：6- 10 PLD-16657 495 ± 20 1492-1557 
（42.7%） 
1577-1662 
（52.8%）年輪位置：26-30 PLD-16658 350 ± 20
飯田 4 柱 ち五 アカマツ（辺材あり）
年輪位置：内から 1-5 PLD-16654 315 ± 20
1557-1647
（94.4％）年輪位置：内から 16-20 PLD-16655 500 ± 20
年輪位置：内から 36-40 PLD-16656 340 ± 20
飯田 5 梁 へ通二 - 五
アカマツ
（辺材あり）






年輪位置：21-25 PLD-15803 370 ± 20
年輪位置：39-43 PLD-15804 320 ± 20
飯田 6 梁 ろ通二 - 五 マツ




年輪位置：15-19 PLD-15806 305 ± 20
年輪位置：33-37 PLD-15807 340 ± 20
飯田 7 桁行梁 へ通一 - 二 アカマツ 
年輪位置：6 -10 PLD-15808 235 ± 20
1658-1673 
（95.4%）年輪位置：26-30 PLD-15809 280 ± 20
年輪位置：51-55 PLD-15810 370 ± 20
　注：年輪位置は，特記無き場合は外側からの位置を示す。







　飯田 3 は，資料採取した 2 点の内の 1 点で異常値が出たので
（12）
，図 11 のように 1 点のみで確率密
度分布を出した。採取箇所が 1 ヵ所のみでは，ウイグルマッチング法が不可能であり，その場合，




結果が図 12 であり，1600 年前後の値になった。このことから，飯田 1・2・3 では認められた 16
世紀前半の可能性は，四本の柱が全て使われた建造年代を示す値としては使えないことが明らかに
なった。しかし，飯田 4 のみで 17 世紀と決定するには確実性が不足するので，つぎに主要な梁材
との整合性を確認する。






　飯田 5 の分析結果は，1639 年をピーク値とする確率密度分布になっているが，1600 年前後と
1530年前後の両方にも確率が存在し，どちらとも決めがたい。確率密度分布の上端は1653年であり，
表皮をはいだだけの状態であるから，1660 年以前に伐採された材であることは分かる。
　つぎに，建物正面の桁である飯田 6 の分析結果である図 14 をみると，外から 5 〜 10 番目の年輪





図 10　飯田 2　柱「へ五」，アカマツ，辺材不明，16 世紀または 17 世紀中頃
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図 11　飯田 3　柱「ろ五」，アカマツ，辺材あり，16 世紀前半または 17 世紀前半
図 12　飯田 4　柱「ち五」，アカマツ，辺材あり，AD1600 年前後

















図 14　飯田 6　梁「ろ通二 - 五」，マツ，辺材あり，17 世紀中頃
図 15　飯田 7　梁「へ通一 - 二」，アカマツ，辺材あり，17 世紀中頃
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S1 であるという共通性をもっている。このことから S1 という仕口の技法は，17 世紀後半に使用
されていた可能性が高いということができる。






　まず，以前は 18 世紀後期としていた S1 を使うグループを，百年前後遡らせて 17 世紀後期とすると，
それに伴い S2 以下の時期も変更になる。また，飯田家作業所が背違いの貫（N3）を使用しているので，










けで丸太のような雰囲気をもつ多角形断面の梁は H 型として，古い形式を示す指標として表 1 に
取り上げており，こうした梁の断面形状は 18 世紀になると整然とした多角形に変化するといわれ
るように，厳島神社門前町でも H 型から丸太を半分に断ち割った形状の W へ，さらに完全な長方




　ただし，今回の 14C 年代調査によって，当時は上記のような形式変遷の観点から H 型より新しい
W 型の初期の事例と考えていた飯田家作業所が，実は H 型の田中家住宅よりもやや古い可能性さ
えあることが判明したので，W 型であっても仕上げが H 型的なものは，17 世紀から既に使われて
いたものとして編年を見直す必要性が生じた。
　そこで，そうした目で W 型の梁を見直したところ，飯田家作業所の桁行梁のように，H 型の仕上げ
の材を半割りにした材と，両側面を挽いて背が高くて幅が狭いより合理的な断面形をした材の 2 種類
があることが分かった。そこで前者を W1，後者を W2 と区別して，新たな編年指標とすることにした。
　このほかにも調査時の写真等を使って技法や形式について再チェックし，表 1 を修正したのが


























田中家住宅と飯田家作業所は 17 世紀後期の遺構であるとして良いと考えられる。そこで，14C 年代
調査とは直接関係ないが，この二棟の文化財的価値と歴史的価値について検討しておきたい。




























1 若狭家 18C中期 17C前半 2.5 約1300 0.473 点乗り H（梁）自然形
H（桁）・
自然形 ― N1 ― 
2 飯田家作業所 18C後期 17C後期 2 ― ― 45mm W1（桁）自然形
HとW1（梁）
自然形 N3 ― 














形 N3 18C後期 
5 小西家 18C後期 18C前期 8 2150 0.827 ― W2（梁）自然形 ―
自然
形 N3 











加工 N3 18C末期 
8 玉井家 19C前期 18C中期 2.5 約1400 0.547 S2 W2（梁）直線
W2（桁）















11 宮郷家（西棟） 19C前期 18C後期 2.5 約1450 0.645 S2 W2（桁）直線
W2（梁）
直線 不明 N3 19C前期 
12 熊田家 19C中期 19C前期 2.5 1780 0.69 S3 W2（桁）直線
W2（梁）
直線 N3＋N1 




加工 N3 ― 
14 宮郷家（東棟） 19C中期 19C中期 2.5 約1750 0.765 ― ― ― 19C中期 
15 岩井家 19C中期 19C中期 2.5 約1900 0.769 S3 W2（梁）直線
W2（桁）
直線 ― N3 19C前期 
16 旧瀬越家 19C中期 19C中期 6.5 2170 0.767 ― ― ― 根元加工 
17 野坂家 19C中期 19C中期 10 2579 0.911 S3 W2（桁）直線
W2（梁）
直線 ― N3 
18 山本寅吉商店 嘉永5年（1852）
嘉永5年
（1852） 5.5 1930 0.813 ― 
19 岩惣駐車場 文久元年（1861）
文久元年




直線 ― ― 
20 松本家 19C後期 19C後期 2.5 S4 Ｋ（桁）直線
W2（梁）
直線 直線 N3 ― 
21 吉村家（平屋） 明治35年（1902）
明治35年





　注 1： 過去の調査の推定年代は，『宮島町史　特論編・建築』と『厳島神社 門前町：安芸の宮島　町並み調査報告書』
による。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 2 ）　　平成 22 年 3 月に行った飯田家作業所の梁３点
と田中家の梁３点の 14C 年代調査は，科研費によるもの
で，その後に行った飯田家作業所の柱４点の 14C 年代調









築学会計画系論文集，第 74 巻，第 645 号，2009 年 11
月，同『京都の町家と町なみ』昭和堂，2007 年，があり，










みると，表 4 に示したように，19 世紀前期と推定され













会中国・九州支部　研究報告第二号』昭和 47 年 3 月，
および前註（7）『宮島町史　特論編・建築』，781 頁。
（ 9 ）　　前註（1）書，103 頁参照。


























（12）　　表 3 に示した飯田 3 の 14C 年代（較正前の物理
値）をみると，最外層年輪からみて 6 年前から 10 年前
までに育成した年輪から採取した試料が，495 年前± 20
年と約 500 年前に伐採された値を示すのに，その奥にあ







































































































（2014 年 12 月 1 日受付，2015 年 3 月 19 日審査終了）
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Radiocarbon Dating of Townhouses in front of Itsukushima Shrine 
and the Impact of the Analysis
FUJITA Meiji
Like in Chūbu and Hokuriku Regions, there are townhouses with open-ceiling rooms called “oue” 
in front of Itsukushima Shrine in Miyajima Island, Hiroshima Prefecture, Chūgoku Region. The dates 
of their construction were estimated by chronologically comparing their architectural styles and 
techniques in the Study for Historic Building Preservation from FY2005 to FY2006. Among them, the 
Tanaka family’s residence and the Iida family’s workshop were dated to the late 18th century; however, 
radiocarbon dating results indicated that they were more likely to have been built in the late 17th 
century. Therefore, in this study, the dates of the houses estimated by the Study for Historic Building 
Preservation are reviewed and re-estimated as necessary.
The above-mentioned two buildings can disprove the assumption that there was no one-story 
townhouse in the 17th century. In this regard, they are important buildings that may lead to new findings 
in the medieval-to-early-modern townhouse research, which has been mainly based on historical 
documents and pictures from late medieval to early modern times, such as Rakuchu-rakugai-zu screen 
paintings. Moreover, although the Study for Historic Building Preservation presumed, based on its 
analysis of similar cases across Japan, that townhouses with oue may have been one of the oldest models, 
because the dates estimated by the Study were found incorrect, this paper considers the prospect 
of further detailed analysis of transitions in the model of townhouses by examining a wider range of 
historical documents and cases.
With narrower frontages, townhouses in front of Itsukushima Shrine are presumed to preserve 
features characteristic of medieval townhouses. This seems because they are situated in a religious town 
that had preserved the medieval urban environment and residents until early modern times.
Key words: Itsukushima, townhouse, chronology dating, 17th century, oue, Rakuchu-rakugai-zu, open-
ceiling room
